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豊富なメニューと高度な技術でお客様の大切な電気設備をサポートします。

いつでも、あなたのそばに。
いつでも、くらしのなかに。
なにげない風景が、ずっと続いていくこと。おだやかな毎日が、いつも巡って来ること。
私たちの技術やサービスは、そんな当たり前のようなことのために、そして、そんな大切なことのためにあります。
当社は長年培った技術力をベースに、サービス活動を通じて広く社会に貢献し、
お客様のニーズに応えています。
ライフラインやさまざまな設備が、ずっと稼動できるように。

いつでも、社会のために。

社会の安心支えます
確かな知識と高度な技術

総合サービス
General service

総合サービス
General service

総合サービス
General service



事故・故障の要因分析によると、設備の自然劣化が42%、保守不完全が19%となっています。 
このことから、電気設備に対し、保守・保全あるいは診断が不可欠であり適切な対応が必要です。

電気設備は事故に至るまでに、使用方法・環境条件・使用年数などによりさまざまな様相を
示しますが、事故には起点となる発生要因があります。この発生要因を事前に見つけ出し、
事故を未然に防ぎ継続して電気設備を使用していくためにメンテナンスが必要です。

「平成29年度 電気保安統計 需要設備における波及事故件数表 」(経済産業省 商務情報政策局産業保安グループ電力安全課)
 (https://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/sangyo/electric/files/29hoan-tokei.pdf)をもとに作成
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設備・機器のライフサイクルに合せたメンテナンス

安定した設備を運用していただくために、お客様をサポートします。

■ 保全計画の最適化 ○ 設置環境改善　○ 設備の初期値把握 
■ 定期点検と組み合わせ早期故障発見 ○ 短期寿命品診断
■ 更新・延命化計画の立案 ○ 機能維持評価劣化診断　○ 部分更新と延命化
■ 高齢機器の信頼性確保 ○ 劣化進行の監視
■ 更新計画立案 ○ 設備全体の診断

バスタブカーブにおける保全コンサルティング時期と内容

初期故障期

使用年数
摩耗故障期偶発故障期

■保全計画の最適化

■定期点検と組合せ早期故障発見

■更新・延命化計画の立案

■高齢機器劣化進行の監視

■更新計画立案故
障
率︵
リ
ス
ク
︶

オーバーホール

信頼性維持診断

一次劣化診断

信頼性維持診断

二次劣化診断

初期診断



当社は、システムおよび機器を熟知した技術者がメーカの管理基準に基づいた点検を行うため、

高品質な点検を実現します。

当社では、システムおよび機器に熟知し、メーカの技術を基本とした認定者が保守点検を行います。

お客様のニーズに応じてきめ細かい点検を行い、その結果を作業報告書としてご提出します。
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作業報告書

総合編 添付資料編写真編機器別編

システムおよび機器を熟知した技術者が、点検周期、
部品の定期交換周期を策定します。蓄積したデータベー
スと点検時のデータを分析し、最適な点検に取り組ん
でいます。また、このデータを活用し、予防保全にも取
り組んでいます。
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メーカ点 検 だからできる事 故 解 析
保 守 点 検

2 4 時 間 3 6 5 日  お 客 様を
ワンストップで サ ポ ートします 。

オ ン コ ー ル サ ー ビ ス

中央サービスセンターお客様

CTI

Customer Support Center

CRM
Customer Relationship Management

Computer Telephone Integration

オンコール支援システム
オンコール情報システム
フィールド業務支援システム
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全国の拠点サービス員

トラブル
発生

迅速な
対応

事故が起きた場合には、事故要因の究明が急務です。事故解析および事故要因の解析・分析
を行い、今後の予防保全に活かします。

突然のトラブルに対しても、専門技術者が対応します。
24時間365日の緊急オンコール受付体制と全国ネットワークにより、専門技術者が迅速に対応します。オンコー
ル受付時には、全国の最寄のサービス拠点より専門技術者を現場に派遣し、障害の早期復旧をサポートします。
なお、交換部品が必要な場合には、全国の部品センターから、すみやかに部品を供給し、復旧します。

サービス予備品保管棚中央サービスセンター

日本全国に技術者を配置し、
スピーディな問題解決を
ご提供します。

破面解析と材料分析
試料に電子線を照射し、形状や構成元素
の情報を得る装置で、金属や樹脂の破面
解析や材料分析を行い、故障原因を推定
します。

ＵＰＳの故障時の原因分析
ＵＰＳに装着されているメモリカードに記
憶された波形を分析し、ＵＰＳに発生した
故障の原因究明を行います。

地絡・短絡事故要因分析
水溶液中の陽イオン、陰イオンを分析する
装置で、絶縁物表面に付着した汚損物質を
イオン分析し、絶縁抵抗の低下要因を推定
します。

パソコン画面に表示した波形

走査型電子顕微鏡・電子プローブマイクロアナライザ



設備の信頼性は、点検と設備診断を組み合わせることで設備の安定した稼動を維持する
ことができます。機器に影響を及ぼす環境因子の分析や、劣化状況を測定・診断し、予防
保全やライフサイクルメンテナンスに有効なサービスです。トラブルを防ぎ、安定運用維持
に寄与します。

設備診断メニューと実施時期

ライフサイクルに合わせた、さまざまな設備診断メニューを取り揃えています。設備を停止せずに、運転中に診断可能なメニュ
ーもご用意しています。診断結果によって、寿命品の交換や保全計画をご提案します。

❶環境診断

❷汚損度測定

❸洗浄サービス

❹特高スイッチギヤ絶縁劣化診断

❺スイッチギヤ絶縁劣化診断

❻部分放電測定

❼局部過熱測定

❽スイッチギヤ総合劣化診断

❾遮断器特性劣化診断

❿スイッチギヤ余寿命診断

⓫油入変圧器 油中ガス分析

⓬油入変圧器 劣化度診断

⓭UPSバッテリ劣化診断

⓮高圧回転機のオンライン絶縁診断

⓯高圧回転機のオフライン絶縁診断

⓰回転機の軸受診断

⓱高圧ケーブル絶縁診断

環　境

受変電

UPS

回転機

ケーブル

設備診断メニュー 初期診断 信頼性
維持診断

一次
劣化診断

二次
劣化診断 運転中

電気機器に悪影響を与える環境因子を分析し、トラブルの
事前予測や環境改善に有効な情報を提供します。

環境診断

○規格（JEITA IT-1004）に準拠した診断手法で、設置
　環境を総合的に診断します。 
○伝統的な銅板腐食法も併用します。視覚的に腐食性、
　腐食原因物質を提示します。
○環境中の腐食性因子を同定しますので、環境改善策・
　延命対策等を提案可能です。

汚損度測定

機器表面の汚れ具合を汚損度として定量的に把握することで機器に与える影響の推定や、
より効果的なメンテナンスが可能になります。また、イオン性成分の分析により機器設置環境下
での汚損原因の推定を行えます。

○対象機器に影響を与えず汚損物質を採取できます。
○イオン分析（オプション）により汚損因子（腐食性イオン）の同定が可能です。
○設備の汚損レベルにより最適なメンテナンス方法（メーカ点検・洗浄サービス）を提案します。

洗浄サービス

電気機器に悪影響を与えるイオン性物質を洗浄し、設備の安定運転に寄与します。
○イオン性物質の洗浄性能に優れた東芝独自の洗浄液TOSRESH®-S※により洗浄を行います。
○プリント基板のオーバーホールを含めた装置全体の長期保全計画を提案します。
○装置の安定稼働を維持するため最適サービスを提供します。
※ TOSRESH®-Sは（株）東芝の登録商標です。
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○設備停止が不要で、運用状態のまま診断
　できます。 
○優れた信号解析技術により、ノイズと部分
　放電を高感度に判別します。 
○部分放電発生有無と劣化進行の指標とな
　る部分放電電荷量を推定できます。

○設備停止が不要で、運用状態のまま診断
　できます。 
○想定される部位から欠陥種（放電発生部）
　を推定できます。
○部分放電の発生有無により、メーカ点検に
　よるガス分析や各種測定を提案します。

ＡＥセンサとＣＴを用いて、部分放電を検出し受配電盤など高圧機器の絶縁劣化をオンラインで定量的に評価します。

スイッチギヤ絶縁劣化診断

設備を停止することなく短時間で特高スイッチギヤの絶縁破壊の予兆をＴＥＶ※センサで確認します。

特高スイッチギヤ絶縁劣化診断

局部過熱測定

スイッチギヤ総合劣化診断

遮断器特性劣化診断

○設備の運転に支障なく、また充電部に
　近づくこと無く安全に測定可能です。
○サーモグラフィにより視覚的に過熱部
　位を特定します。
○過熱部位の温度計測値から許容使用範
　囲内かどうかを判定・評価します。

○多変量解析T法※により、任意の温湿度
　条件での余寿命の推定が可能です。
○余寿命の推定値は、測定時の設置環境
　（温湿度）に影響されません。
※ 多変量解析T法・・・

○スイッチギヤの劣化度を把握することに
　より事故・故障を未然に防止できます。 
○複数の診断・測定項目の組み合わせに
　より総合的に評価します。 
○トレンドを取得しスイッチギヤの予防保
　全（メーカ点検・更新）を提案します。

○遮断器の動作特性等を把握し、事故・故
　障を未然に防止できます。
○複数の診断・測定項目の組み合わせに
　より総合的に評価します。
○トレンドを取得し機器の予防保全（メー
　カ点検・オーバーホール・更新）を提案し
　ます。

■絶縁診断

○設備停止が不要で、運用状態のまま診断
　できます。 
○充電部に近づくこと無く安全に測定可能
　です。 
○部分放電発生箇所を特定できます。

部分放電の超音波（人間の耳では聞こえない音）を、超音波コロナ探知器により事前検知を行います。

各機器や設備全体の温度分布を赤外線カメラにより高感度に測定して、異常な発熱部を熱画像として事前に検知します。

設備を停止することなく、複数の診断項目でスイッチギヤの劣化度を総合的に診断できます。

■可視画像 ■熱画像

※TEV：Transient Earth Voltageの略（過渡接地電圧） ○特許出願中

TEVセンサ

部分放電発生に伴い電位が変動します。

電磁波由来の電流
（高周波）

接地電流
（低周波）

検出器

セ
ン
サ

特高スイッチギヤ

盤扉面に取り付けます。

部分放電

※写真はCT故障の例

高圧スイッチギヤ ※　絶縁抵抗測定は設備停止が必要です。

＜診断項目＞
■ 環境条件：汚損度測定
■ 劣化現象：外観目視
■ 性能試験：
　・スイッチギヤ絶縁劣化診断（部分放電測定）
　・局部過熱測定　・絶縁抵抗測定※

各項目の評価点合計から 劣化診断評価表により判定

遮断器の動作特性から、主要な機構部の劣化度を診断します。

スイッチギヤ余寿命診断

遮断器に使用されている絶縁物の表面特性を測定し、スイッチギヤの余寿命を推定します。

開閉特性システム構成

＜診断項目＞
■ 機構部：グリース劣化診断
■ 主回路絶縁物：汚損度測定・絶縁抵抗測定
■ 性能試験：
　　 ・開閉特性・最低動作電圧測定
　　 ・主回路接触抵抗 
　　 ・真空バルブ耐電圧試験

各項目の評価点合計から 劣化診断評価表により判定します。

○グリース劣化診断は特許番号 5269159 
　として特許登録済みです。

+■ 外観目視他

○本診断は特許番号5722027 として特許登録済みです。

絶
縁
抵
抗
推
定
値︵
Ω
︶

経過年数（年）

診断時の推定値

推定余寿命①

推定余寿命②

しきい値

新品値

寿命到達年：20XX～20YY年

温湿度条件①

温湿度条件② 色差

汚損度

光沢度

多変量のデータを用いて近似式を作成し、
応答変数Yに影響を及ぼすXsを求める
手法です。

受変電設備内部で進行する劣化兆候を事前に発見し、突発的な事故防止に寄与します。

受変電

設 備 診 断 サ ー ビ ス
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直流漏れ電流試験（6kV･3kV等の2ステップ電圧）およびシース・導体絶縁抵抗測定、遮蔽層抵抗測定などの手法により絶縁劣化診断を行います。

○交流課電方式と違い、リアクトルや試験用電源が
　不要です（バッテリ式）。
○ケーブルが長い状況でも安全かつ高精度な診断
　が可能です。
○豊富な診断実績があり、異常判定例との比較が
　可能です。

○回転機運転中に短時間で安全に診断できます。
○劣化の部位や進行度を評価します。
○運転中にのみ現れる劣化兆候を検出できます。

○コイルエンド部異相間放電
○コイル振動によるスイッチング放電
○コイル高温時のコロナ放電

記録計（レコーダ）

■直流漏れ電流試験装置

直流発生装置

■CV、CVTケーブルの構造

導体　　　　：銅より線の充電部
内部半導電層：導体と絶縁体間のコロナ防止
絶縁体　　　：電気的に優れた架橋ポリエチレン
外部半導電層：絶縁体と遮蔽層間のコロナ防止
遮蔽層　　　：感電・誘導防止（銅テープ→シースアース線接続）
シース　　　 ：絶縁体の保護（ビニル、ポリエチレン）

シ
ー
ス

絶
縁
体

遮
蔽
層

高圧回転機 絶縁診断装置
診断装置の電源として
200Vおよび100Vが必要です。

固定子口出しケーブルと
診断装置を接続します。

鉄粉濃度測定器

測定器
（JFEアドバンテック社製）

データはパソコンで詳細分析

測定風景

油入変圧器劣化度診断

油入変圧器・油中ガス分析診断

○UPS運転中に短時間で各種バッテリの診断が可能※です。
○メーカならではのUPS本体も含めた総合点検が可能です。
○短時間放電による回復電圧特性と内部抵抗から蓄電池を評価するため、
　正確な診断ができます。
○診断は0.5秒間の短時間放電で行うため、蓄電池への影響はほとんどありません。
○傾向管理により適切な保全計画を提案します。※バッテリ構成によりシステム停止が必要な場合があります。

絶縁油に含まれる溶存ガスを分析し変圧器の内部異常の有無、さらに異常箇所・原因を推定します。

油中ガス分析のオプションで機器経過年数とCO、CO2生成速度から、更新推奨レベル、寿命レベルを提案します。

○絶縁油の採取は運転中でも可能です。
○可燃性ガスを検出し、発生量および構成
　比から内部異常の発生有無、異常診断を
　行います。
○オプションにより劣化度診断（CO＋CO2

　法）ができます。
○検出された可燃性ガスの状況により今後
　の継続監視周期、保全方法を提案します。

特高油入変圧器

排油バルブより採取します。

工場持帰り分析をします。

油中ガス分析結果より

絶縁紙の劣化

引張り 強さ残率60％

平均重合度残率 40～60％

劣化度診断図

[CO+CO2] 生成量 1～4（ml/g）

温度補正後 0.4～1.07（ml/g）

[CO+CO2] 生成速度を算出

劣化度診断図へプロット

熱
劣
化

使
用
限
界
の
目
安

判
定
基
準
値

判
定

○絶縁油のガス分析を実施し、検出された
　CO、CO2量からCO、CO2生成速度を
　算出します。
○機器経過年とCO、CO2生成速度から
　劣化度診断図を作成し、機器の余寿命を
　推定します。
○診断結果により、正常レベル、更新推奨
　レベル、寿命レベルを判定します。

回転機の軸受診断

高圧回転機のオンライン絶縁診断

回転機の転がり軸受の異常を振動解析とグリース採取で総合的に診断します。

高圧回転機のオフライン絶縁診断
回転機の停止中（オフライン）に電気的診断と機械的診断により総合的に劣化判定します。

高圧ケーブル絶縁診断

メガーによる絶縁抵抗測定試験では判別できない局部的劣化も検出が可能です。

○運転中に測定するため、停止・軸受周りの分解が不要です。
○振動加速度の周波数分析により、軸受損傷の有無を評価します。
○排出グリース中の鉄粉濃度測定により、軸受損傷程度を判定
　します。
○解析結果より軸受交換を推奨します。

○電気的診断+機械的診断により総合的に評価します。
○メーカ系診断会社として豊富な診断実績があります。
○インバータ駆動の電動機も診断可能です。
○定格電圧まで印加可能です。
○劣化状態を総合判定し､評価に応じた対策を推奨します。

ＵＰＳに組み込まれているバッテリは、ご使用環境にもよりますが数年を目安に交換の必要があります。
本劣化診断により適切な時期にバッテリを交換することで万一に備えた保全が可能です。

■油入変圧器 ■ガス発生原因と特徴ガス

コロナ放電の発生時にコイルに流れる負荷電流の高周波パルス電流発生を高周波ＣＴで検知し、絶縁状態の活線
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 診断をします。
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事故が起きてからでは遅すぎます。保守点検または設備診断結果を踏まえ、必要に応じ早めの
リニューアル計画を立て、実施することが重要です。
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総合サービスメニュー／オンコールサービス／リモート監視

総合サービス
■設備を安心してこ使用いただくため、お客様の設備を試運転調整から

　事後保全までトータルサポートをご提供します。

■メーカならではの高品質のサポートをご提供します。

■お客様に最適な保全計画や設備計画をご提案します。

全国拠点サービス員

お　客　様

CTI
Computer Telephony

Integration

CRM
オンコール支援システム
オンコール情報システム

フィールド業務支援システム

受付

エキスパート

お客様情報

出
動

支
援

ア
ラ
ー
ム
発
報

取
得
デ
ー
タ
蓄
積

出
動指

示

点
検
履
歴

部
品
情
報

技
術
情
報

障
害
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■ 24時間、365日の緊急オンコール受付体制と全国
　ネットワークおよび、お客様のデータベースにより
　迅速な対応が可能です。
■オンコール受付時には、全国の最寄のサービス拠点
　より技術者を現場に派遣し障害を復旧します。

オンコールサービス

CRM 顧客情報管理システム
24時間、365日の完全稼働を常時支援しています。

※本サービスは、予告なく変更になる場合があります。

UPS 特高スイッチギヤ

■ お客様に代わって24時間365日の設備監視を
行います。

監視サービス

遠隔監視サービス T-synags

総合サービスメニュー
お客様の設備に関したあらゆるご相談をお待ちしています。

試運転調整
・設備運用へ最適調整　・高品質設備のお引渡し
・試運転調整報告書

保全コンサルティング ・設備保全データ収集　・解析　・保全計画書

設備計画コンサルティング ・設備運用改善資料　・リニューアル計画書

設備診断 ・設備設置環境　・機器の劣化　・設備診断書

設備点検
定期点検・部品供給

・機能維持整備　・オーバーホール　・作業報告書

試  

運  

転

予
　
防
　
保
　
全

365D24Hオンコール対応

リモート監視

緊急予備品対応

事  

後  

保  

全

クラウド

お  客  様

TEVセンサ

ルータ

故障発生

データ

Internet

指
示

全国拠点サービス員

オンコールセンター

部分放電
検出装置

ルータ
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認定教育講座

当センターは、人間尊重を旨とする『東芝グループ経営理念』に基づき、“社会の安心支えます 確かな知識と高度な技術”
をスローガンに フィールド業務を中心に事業活動を展開していきます。そのために、全ての事業活動において生命・安全・
法令遵守を最優先し 全組織を挙げて「安全で快適な職場環境づくりと心身の健康保持増進」を推進します。

行動基準
1.安全健康を経営の最重要課題の一つに位置づけ、「安全健康管理活動の継続的な改善」により「業務に起因する負傷
　および疾病の予防推進」に努めます。
2.労働安全衛生法規およびその他関連する要求事項を遵守します。
3.次の事項について目的・目標を定め、実行します。
　（１）労働災害や職業性疾病の撲滅並びにこれらを誘発する危険源の除去およびリスクの低減
　（２）全従業員が個々の能力を十分発揮するための心身の健康保持増進
4.事業にかかわる多様な立場の働く人々およびその代表と安全健康への取組みを適切に協議し、参加を支援します。
5.安全・健康確保のために労働安全衛生マネジメントシステムの有効性と業務の継続的な改善を行います。

安全と品質を最重要課題に位置づけ、顧客が満足できる安全で有用なシステム・サービスを供給し、社会に貢献すること
を目指しています。また2002年2月に「品質マネジメントシステム（ISO9001）」の認証を取得しました。

行動基準
（1）関連する法令を遵守するとともに、顧客の立場に立って安全・品質を確保します。
（2）未然防止活動を重点に安全・品質を確保します。
（3）安全・品質確保のために品質マネジメントシステムの有効性の継続的な改善を行います。
（4）全部門、全員参加で安全・品質の作り込みを行います。
（5）問題の真因を追求し、本質的改善を行います。
（6）P（計画）－D（実行）－C（監視・測定）－A（改善）サイクルを着実に実施し、継続的改善を行います。

環境への取り組みを経営の重要課題の一つに位置づけ、事業プロセスにおける環境負荷の低減に努め、地球環境保全と
持続可能な循環型社会の実現に貢献します。また、（株）東芝 社会インフラシステム社グループの一員として、「環境マネジ
メントシステム（ISO14001）」の認証を取得していましたが、2012年8月に単独で認証を取得しました。

行動基準
（1）環境活動に全員で取り組みます。
（2）CO2排出の低減、汚染の防止等の環境保全活動を通じて社会に貢献します。
（3）関係法令、規制などや顧客他の要求事項を遵守します。




